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テレビは趣味をいかに
教えたか
－1980年NHK教育テレビ『趣味・技能講座』を事例に

杉 山 昂 平・ 執 行 治 平
（東京大学大学院）

1．はじめに

1－1．趣味を題材にした生涯学習番組の編成
1970～80年代の教育・教養番組では趣味を題材にした番組編成が行われた。

辻（2018：127）によれば，この時代に生花や茶道を題材にした女性向け教養
番組が減少し，代わりにNHK『趣味の30分』のような「高度成長に伴う趣味の
多様化という社会情勢を反映する」番組編成が行われた。同様に，佐藤（2019：
275）も「1980年代以降，テレビ教養番組の編成で健康番組，趣味番組，ボラ
ンティア特集は重要な柱になっていった」としている。

こうした番組編成は意識的に進められたものであった。例えば，NHKは
1982年に「生涯学習番組の拡充」を編成計画の重点項目として位置づけた。そ
こでは大学レベルの教育番組の新設なども行われた一方で，転換期を象徴する番
組として『趣味講座』があったという（古田 1999：48-49）。

一般的なイメージでは「教育・学習」と「趣味」には隔たりがある。そのた
め，両者を結びつけることには抵抗もあり，番組制作者にとっては一つの挑戦で
もあった（古田 1999：45，49）。当時NHK放送文化研究所に所属していた神
山順一も以下のように記している。
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学習とは，放送事業体が人びとの文化的開発を意図して編成した番組，す
なわち教育・教養番組に接触し，それによって自己を開発することを意味
する。そこに学校教育的限界を設ける必要はまったくないのであって，「婦
人百科」「趣味の園芸」「囲碁・将棋講座」等々の利用行動は，われわれの
定義にしたがえば，正統な学習とみなしうるのである。ややもすると，従
来の学校のイメージがあまりに強く作用する結果，「学習」における「趣味」
の領域をまったく無視はしないにしても，若干軽視する傾向の人がいない
わけではないが，趣味は，自由な成人にとって，きわめて重要な文化の一
部なのである（神山 1976：15，傍線は引用者による。以降の引用文でも同
様）。

こうした記述から，趣味を題材にした教育・教養番組が編成されたことは，教
育や学習のイメージを転換させるものとして，テレビ史上の大きな出来事だった
と考えられる。

1－2．社会教育番組と生涯学習番組の対比
では，趣味を題材にすることで，教育・教養番組は実際のところどのように変

化したのだろうか。例えば，佐藤（2019：276）は以下のように述べている。

社会教育から生涯学習への変化は，テレビ教育にも大きな影響を与えた。
社会教育というと公民館や婦人教室に集まってみんなで生活改善を討議す
るまじめな集団学習のイメージが強かったが，生涯学習では個人的な趣味
や健康問題といった，古い教育概念を超えた内容も含まれる。

ここから整理すると，趣味を題材にした番組は〈生涯学習番組〉とされ，「古
い教育概念」としての〈社会教育番組〉と対比的な関係にあると考えられる。両
者は学校外の学習場面で青年や大人によって利用されることを想定し，特定の題
材に関する解説を行った点で共通しているが，以下の特徴的な差異があるとされ
る。

まず〈社会教育番組〉は公民館などで行われる共同学習活動の教材として用
いられた番組である

（1）

。そこでは戦後民主主義の中で『青年の歩み』（1960年）
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や『NHK婦人学級』・『婦人学級』（1959～71年）といった番組を視聴し，集団
で討論するという活動が行われた。番組自体もそのような利用を前提に制作され
たという（藤岡 2005：36）。例えば『婦人学級』の場合，政治の仕組みや農業
経営，家計など「女性に社会意識や権利意識を持たせる」題材が扱われた（岡原 
2009：66）。こうした内容を持ち，集団で行う学習活動に組み込まれていた点
が，1970年代以前に興隆した〈社会教育番組〉の特徴である。

それに対して〈生涯学習番組〉を特徴づけるのは「個人」への焦点化である。
想定される学習の形態は「放送利用個人学習」（藤岡 2005：38）であり，個人
的に番組を視聴し，番組テキストを読むことが主な学習活動となる。同時に，番
組内容も個々人の学習ニーズに応え，多様な自己実現に資することが期待され
る。そのため〈生涯学習番組〉は「語学から教養，趣味から料理までと，極めて
広い領域を対象としていることが分かる。この幅広さが生涯学習番組の特色のひ
とつを成している」（古田 1999：45）とされる。

もちろん，1970～80年代になって初めてこうしたタイプの番組が登場したわ
けではない。歴史を遡れば，ラジオ放送開始当初の『英語講座』から，すでに生
涯学習番組的な性格を兼ね備えていたと考えられる（c.f. 山口 2001）。だが，
そうした原型的な番組フォーマットを継承し，〈生涯学習番組〉として意識的に
放送したのがこの時代の特徴であった。

1－3．シリアスレジャー論からの照射
先行研究をふまえると，趣味を題材にすることによる教育・教養番組の変化と

は〈社会教育番組〉から〈生涯学習番組〉への移行であると整理できる。その要
点は，集団で行う共同学習用の教材ではなく，個人が個人のために行う学習活動
を下支えするものとして番組が位置づけられ，内容面でも政治・経済に限らない
幅広い題材が扱われた点にある。

ただし，その議論においては，趣味はあくまで〈生涯学習番組〉の題材の一つ
として健康やボランティア，語学や料理と並置されるに留まっている。そのた
め，〈生涯学習番組〉が他ならぬ「趣味」を題材にしたことの意味は「〈社会教育
番組〉から〈生涯学習番組〉へ」という図式だけでは十分捉えられていないと考
えられる。

他方で，近年の趣味に関する社会学的研究の発展によって，趣味が独特の性質
を持った活動であることが知られるようになった（e.g. 秋谷ほか 2021，神野ほ
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か 2019，北田・解体研 2017，宮入・杉山 2021）。こうした研究の蓄積を活用
すれば，趣味を題材にしたからこそ実現される番組内容の特徴を分析できるだろ
う。

社会学的には趣味の特徴は「シリアスレジャー」（真剣な余暇活動）という概
念で表される。その定義は「アマチュア，趣味人，ボランティアによる活動で，
彼・彼女らにとってたいへん重要でおもしろく，充足をもたらすものであるため
に，典型的な場合として，専門的な知識やスキル，経験と表現を中心にしたレ
ジャーキャリアを歩み始めるもの」（宮入・杉山 2021：vii，Stebbins 2015：
xx）である。すなわち，シリアスレジャーは，①自己目的的な活動であると同
時に，②分野ごとの専門性を必要とし，③継続的に実践される余暇活動である。
常に快い状態をもたらすとは限らず，専門性の習得や継続のために努力や忍耐が
必要になることもある。休息や気晴らしなどの「カジュアルレジャー」も自己目
的的な余暇活動であるが，専門性や継続性を必要としない点でシリアスレジャー
から区別される。

シリアスレジャーは日本語の「趣味」が持つhobbyの側面を捉えたものであ
る。「趣味」は必ずしもシリアスレジャーを指すわけではない。例えば，明治
から大正にかけて階級的なtasteを表すものとして趣味が捉えられていた際に
は，一つの趣味に打ち込むことは否定的に捉えられていた（井村 1999，歌川 
2019）。そうした時代の趣味はシリアスレジャーとは言い難い。他方で，1970
～80年代の「趣味」はhobbyの側面が優勢になっており，個々人の志向に従っ
たマニア的な熱中や愛好を指すようになっていた（神野 2021）。それゆえ，〈生
涯学習番組〉が題材にした趣味はシリアスレジャーとして理解でき，番組は「ア
マチュアをつくるメディア」（杉山・執行 2021）として機能したと考えられる。

以上をふまえ，本研究はシリアスレジャーとしての趣味表象に注目すること
で，1970～80年代に放送された趣味を題材にした生涯学習番組が，いかなる内
容上の特徴を持っていたかを明らかにする。次章で述べるように，具体的な分析
対象は1980年にNHK教育テレビが放送した『趣味・技能講座』のうち「釣り
入門」と「カメラ技法入門」である。この作業を通して，教育・教養番組が趣味
を題材にしたことのテレビ史的な意味を考察したい。
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2．対象と資料

2－1．NHK教育テレビ『趣味・技能講座』
本研究は1980年に放送されたNHK教育テレビ『趣味・技能講座』を分析対

象とする。これは1959年から放送されていた『技能講座』の後継に当たる番組
である。『技能講座』は「テレビジョン技術」や「自動車整備」といった資格取
得のための職業技能を扱っていた。だが，1976年の「オーディオ入門」をきっ
かけに，徐々に趣味的な内容を扱うようになる。その一つの到達点が1980年の

『趣味・技能講座』への改編であり，番組として「趣味」を題材にすることが明
示された。翌1981年にはさらに『趣味講座』へと改称し，以降1989年まで放
送された（古田 1999）。
『趣味・技能講座』は1980年度を3期に分け，4～7月に「家庭大工入門」，8

～11月に「釣り入門」，12～3月に「カメラ技法入門」を放送した。放送時間は
毎週月，火曜日の午後6時～6時30分である（日本放送協会 1981：113）。この
うち「家庭大工入門」は『技能講座』時代の1978年から放送されていた。それ
に対し「釣り入門」と「カメラ技法入門」は『趣味・技能講座』になって新設さ
れた。そのため「釣り入門」と「カメラ技法入門」には趣味を題材にした生涯学
習番組としての性格が色濃く表れていると考えられる。

本研究の目的に適う事例として『趣味・技能講座』を取りあげるのは以下の理
由による。まず，『趣味・技能講座』から『趣味講座』に至る系譜が，趣味を題
材にした生涯学習番組の編成において中心的な位置を占めるからである。すでに
言及したように，『趣味・技能講座』・『趣味講座』は，生涯学習番組が趣味を題
材にするという変化の象徴であった（古田 1999）。また，「NHK放送史」は趣
味を題材にした番組の系譜として「おけいこ番組」と「『趣味講座』から『趣味
どきっ！』へ」という2つを挙げており，おけいこ番組も1980年代には『趣味
講座』の枠に引き継がれていた（NHK n.d.）。こうした点から，『趣味・技能講
座』は趣味を題材にした番組の代表例と考えられる。

同時に，『趣味・技能講座』は視聴者からの人気も集めた。1981年の読売新聞
に掲載された「NHKの24時」という連載記事では，前年度に放送された『趣味・
技能講座』が『技能講座』からの改編によって「結果的には，それが"余暇と
趣味の時代"の視聴者に受け入れられた。テキストの売り上げも，カメラ33万
部，家庭大工20万部，釣り18万部と上々」であったと紹介されている（読売新
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聞1981年4月21日）。視聴者の支持を集めた番組であった点も，『趣味・技能講
座』を代表事例として取りあげる意義を示していると考えられる。

2－2．番組映像，番組テキスト，新聞広告
番組内容を分析するための資料として，本研究は番組映像と番組テキスト，お

よび新聞に掲載された広告に依拠した。
当時のNHKでは番組映像の組織的保存は行われていなかった。だが，番組

関係者からの寄贈によって「釣り入門」が全34回中7回分，「カメラ技法入門」
が全36回中19回分，NHKアーカイブスに保存されている（表1）。これらの保
存映像全てを，NHK番組アーカイブス学術利用トライアル制度（宮田・鳥谷部 
2018）を利用して視聴した。

番組テキストは日本放送出版協会から「釣り入門」と「カメラ技法入門」それ
ぞれ1冊ずつ出版されていたものである。テキストは放送に先立って講師によっ
て執筆されているため，必ずしも細かな記載事項が放送内容と一致しているわけ
ではない。しかし，網羅的には保存されていない映像に比べて，番組内容の全体
像を把握できる利点がある。テキストはそれぞれ古書市場において入手し通読し
た。

新聞広告は日本放送出版協会によって出稿されたものである。一義的には番組
テキストの広告であるが，放送時間なども記載することで番組の広告としても機
能していた。新聞に掲載された広告の検索ができるデータベース（ヨミダス歴史
館，朝日新聞クロスサーチ）において"釣り入門"，"カメラ技法入門"のクエ
リを用いて検索した結果，読売新聞に掲載された広告が3件ヒットし，これらを
全て閲覧した。

2－3．資料の記載方法
本稿では番組映像および番組テキストの参照箇所を以下の略号で示す：［釣り

入門（F）／カメラ技法入門（C）］-［放送回の番号］-［番組映像（V）／番組
テキスト（T）］：［タイムスタンプ／ページ数］。FはFishing，CはCamera，
VはVideo，TはTextの頭文字である。タイムスタンプはNHKアーカイブス
の保存映像内のものである。放送内容が一部欠落した保存映像も存在するため，
タイムスタンプは必ずしも実際の放送時刻には一致しない。また，映像視聴時の
記載漏れにより正確なタイムスタンプが不明の場合はNAと表す。
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番組 区分 放送回
釣り入門 基礎編 1「釣りの魅力」 2「魚の習性とエサ」 3「道具のい

ろいろ／ 1」 4「道具のいろいろ／ 2」 5「川釣りの
そなえ」　6「海釣りのそなえ」   

実践編 川釣り／ 1
7「ウグイのウキ釣り」 8「ヤマメ・アマゴのミャ
ク釣り」 9「アユのドブ釣り」 10「アユの友釣り」 
11「ルアーフィッシング」 12「釣りへの招待／ 1」
海釣り／ 1
13「ハゼのオカ釣り」 14「シロギスの船釣り」 15「メ
ジナのウキ釣り」 16「シロギスの投げ釣り」 17「ハ
ゼの船釣り」 18「アジのアンドンビシ釣り」 19「イ
ナダのドウズキ釣り」 20「釣りへの招待／ 2」
川釣り／ 2
21「コイ釣り」 22「ヘラブナ釣り」 23「フライフィッ
シング」 24「ワカサギ釣り」 25「マブナ釣り」 26「釣
りへの招待／ 3」
海釣り／ 2
27「カワハギ釣り」 28「ブダイ釣り」 29「スズキ
釣り」 30「タイ釣り」 31「クロダイ釣り」 32「イ
シダイ釣り」 33「シマアジ釣り」 34「釣りへの招
待／ 4」 

カメラ技法入門 入門編 1「写真を楽しむ」 2「カメラの原理」 3「歴史を写
した写真」 4「写真に魅せられて」 5「カメラとフィ
ルムの選び方」 6「レンズを換える」

基礎編 7「記念写真」 8「行事を写す」 9「人物写真 上手
な写され方」 10「人物写真 ライティング」 11「人
物写真 フレーミング」 12「人物写真 シャッター
チャンス」 13「花のある風景」 14「ビルのある風景」 
15「暮らしのある風景」 16「水のある風景」 17「雪
のある風景」 18「山のある風景」 19「コンテスト
入賞への道」 20「アマチュア写真家たち」

応用編 21「犬と猫」 22「花と昆虫」 23「鳥と魚」 24「乗
り物を写す」 25「私の旅」 26「旅を写す」 27「旅
の準備」　28「旅の風景」 29「旅の出会い」 30「旅
の思い出」 31「スポーツを写す 屋外」 32「スポー
ツを写す 屋内」 33「科学写真」 34「手づくりカメ
ラ」 35「写真の未来」　36「アマチュア写真家への
アドバイス」

注）番組テキストをもとに作成。下線を引いた回は NHK アーカイブスに映像が保存さ
れている。

表1　『趣味・技能講座』の放送回
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略号の記載例を示すと，「F-28 -V：01 :13」であれば「釣り入門の第28回
（ブダイ釣り）の保存映像における1分13秒経過時点」を意味する。あるいは
「C-3 -T：14」であれば「カメラ技法入門の第3回（歴史を写した写真）の内容
が記載されている番組テキスト14ページ」を指す。番組テキストの「目次」や

「講師プロフィル」のように各放送回に該当しない箇所については，放送回の番
号を省略して「C-T：21」のように記載する。

なお，広告は新聞記事を引用する場合と同様に，新聞名と掲載年月日，掲載
ページを参照して記載する。

3．分析と結果

3－1．分析の方針
以下ではシリアスレジャーとしての趣味表象に注目することで，生涯学習番組

としての『趣味・技能講座』の内容上の特徴を分析する。具体的には，まず番組
内容の概要を確認したうえで，1－3で示したシリアスレジャーの定義に従い，
余暇活動としての釣りやカメラの，①自己目的な活動である側面，②分野ごとの
専門性を必要とする側面，③継続して実践される側面が資料内で語られている
箇所に注目する（以下では，これらを特徴①～③として参照する）。そして，そ
れらの箇所が共通して表していると考えられる主題をまとめ，分析結果として示
す。

3－2．番組内容の概要
まず番組内容の概要として放送回の全体像を確認したい。表1によれば，「釣

り入門」の場合，タイトルが〈魚種＋釣り〉という形式の回が22回あり，全体
の65%を占めていた。同様に，「カメラ技法入門」では〈被写体〉や〈被写体＋
写す〉という回が25回，全体の69％を占めている。ここから『趣味・技能講座』
が扱う内容は量的に見れば「魚の釣り方」や「被写体の写し方」という技法が中
心にあることが分かる。

主な出演者は表2の通りである。『趣味・技能講座』は講座番組らしく，講師
によって魚の釣り方や被写体の写し方が解説された。番組テキストの執筆者も講
師である。「釣り入門」の場合，講師は東京水産大学，水産庁東海区水産研究所
資源研究室，つり人編集部，東京友づり研究会，日本磯釣り連合，全日本磯釣連
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盟，江東釣友会に所属している。釣り人と魚の生態に関する専門家が講師となっ
ている。「カメラ技法入門」の場合，講師は日本写真家協会，日本スポーツプレ
ス協会，自然科学写真協会に所属しており，カメラマンが講師となっている。彼
らは釣りやカメラの技法に習熟した「ベテラン」と紹介されている。

また，番組では講師のほかに「司会」や「レポーター」「アシスタント」とい
う肩書きの聞き手役が出演した。彼らは俳優などであり，自らを「初心者」や

「素人」，あるいは「釣りファン」として位置づけている。講師に加えて初心者と
してふるまう聞き手が出演する形式は，料理番組の研究において「初心者フォー
マット」と呼ばれており（Eriksson 2016），『きょうの料理』のような番組で
も見られるものである（古川 2019）。

表3に示したように，実際の番組映像は，1名ないし2名の講師が，司会やア
シスタントに対して知識や技法を解説するシーンが多くを占める。スタジオの
セットにおいて講師がフリップや模型を見せながら解説する場合もあれば（例
1），実際に釣りや写真撮影に出かけたロケ映像にコメントする形で解説する場合
もある（例2）。趣味用品や現場を教材として活用し，実演を多く取り入れなが
ら技法を解説している点が特徴的である。

番組 出演者 番組上の肩書き その他の使用
カテゴリー

釣り入門 安田富士郎
石田力三　楠山正良
伊藤紫水　平林孝朗
奥山茂　小日向巌　

講師 ベテラン
先生

山内賢 司会 釣りファン
名人　素人

真鍋敏 レポーター
司会 素人　初心者

カメラ技法入門 石井彰一　植田正治
木村惠一　齋藤康一
竹村嘉夫　中谷吉隆

講師 ベテラン
プロ　先生

小木清美 アシスタント 素人
注）番組テキストおよび番組映像内の肩書きと出演者の発話をもとに作成。
下線を引いた者は保存映像の視聴によって実際の出演が確認されている。こ
のほかに「ゲスト」が出演する回も存在する。

表2　『趣味・技能講座』の主な出演者とその地位を表す表現



162  103　2023

3－3．「楽しむために学ぶ」という学習観の提示
そのうえで，シリアスレジャーとしての趣味を表象することで，生涯学習番組

としての『趣味・技能講座』が発信した内容には以下の特徴があった。一つ目
は，「楽しむために学ぶ」という学習観を提示した点である。前節で見たような
技法の解説は，趣味ではない語学や料理などを題材にしても成り立つ。一方で，

『趣味・技能講座』では，そうした技法を学ぶことが，釣りやカメラを楽しみ魅
力を味わえるようにするものとして位置づいていた。これはシリアスレジャーが
自己目的的な活動でありつつ（特徴①），分野ごとの専門性を必要とする点（特
徴②）に符合している。

例えば，読売新聞に掲載された「カメラ技法入門」の広告には，「知識が写真
を楽しくする」というキャッチコピーが見える（図1）。『NHK年鑑 '81』に記
載された番組概要にも「技術の進歩によりだれにも一応はやさしく写せるように

表3　『趣味・技能講座』における解説シーンの例

例 映像 音声
1 山内 はい，それでは仕掛けをパネ

ルで見てみましょう。
平林 竿は 5 から 5.4 メートルです

ね。ちょっと胴調子の柔らか
い竿ですね。それにスピニン
グリールですね。で，ミチイ
ト 7 号から 10 号。ヨリモドシ
ですね。またヨリモドシあり
ますけどこの間に中通しオモ
リ。5 号から 15 号。

（F-28-V : 15:07） （F-28-V : 15:00―15:22）
2 石井 小木さんにカメラの持ち方を。

小木 はい，構え方から教えていた
だいたんです。

石井 なかなか堂に入ってますよ。
小木 そうですか！
木村 だんだんよくなりましたね。

そう，今シャッターの押し方，
ゆっくり押してましたね。あ
れは手ぶれを防ぐにはどうし
ても大事なことなんですね。

（C-13-V : 11:45） （C-13-V : 11:04―11:22）
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なった写真であるが，それをさらに楽しみとして深めてもらうために企画した」
（日本放送協会 1981：113）とある。コンパクトカメラの普及によって写真撮影
は専門性を必要としないカジュアルレジャーとして行えるようになっていたが，
知識を学ぶことでより楽しくなるとされているのである。

番組テキストに記載された出演者のプロフィールにも，楽しむために学ぶとい
う学習観が表れている。自らを素人や初心者として位置づける真鍋や小木は，番
組にかける意気込みを次のように述べている：「この番組にかかわり，釣りの楽
しさやテクニックを一つ一つ学んでゆき，自分で釣れるようになればどんなにう
れしいことかと思っています」（F-T ：144），「今回，撮影技法の基本から勉強
させていただける機会を得て，新たにカメラの魅力にとりつかれそうで，大変楽
しみに思っています」（C-T ：133）。学ぶことを通して釣りやカメラを楽しめる
ようになることが目指されていることが分かる。

これは逆に言えば，魚を釣ったり写真を撮影したりすることは，簡単にできる
ことではないということでもある。「釣り入門」の司会を務める山内は，初心者
ではなく経験者の「釣りファン」として自らを位置づけているが，それでも次の
ように述べることがあった：「磯釣り。かっこいいですね。しかしあれは大変厳
しい釣りなんですよね。ですから，入門者，初心者，そして私ども素人には大変
難しいわけでございます」（F-28 -V ：00：40）。釣りやカメラは難しさをはら
みつつ，実践すれば楽しさを味わえるシリアスレジャーだからこそ，生涯学習番
組が題材とする意義が成り立つのである。

3－4．目標としての多様な楽しみ方の例示
番組内容の二つ目の特徴は，知識や技法を学んだ先に達成される目標として，

図１．「カメラ技法入門」の新聞広告
（読売新聞1980年12月21日朝刊5面）
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単一の楽しみ方を設定するのではなく，多様な楽しみ方が例示されているという
ことである。『趣味・技能講座』では，学ぶことを通して釣りやカメラの何をど
のように楽しむのかは，最終的には個人の自由に委ねられている。この点にもシ
リアスレジャーの自己目的性（特徴①）が表れている。

例えば，番組テキストには次のような記述が見える：「釣りは自然や魚が相
手なので，その時々で変わってきます。釣り方はこれしかないという絶対的な
ものがないだけに，それぞれの工夫が釣りのおもしろさを倍加してくれます」

（F-6 -T：37），「生活環境，趣味の楽しみ方によっていろいろと写真の楽しみが
あり，プロ写真家なみに一つのテーマを長い時間をかけて記録し，展覧会に発表
したり，写真集にまでまとめる人たちもいます」（C-4 -T：31）。特に「カメラ
技法入門」の場合，「写真を楽しむ」（第1回），「写真に魅せられて」（第4回），「ア
マチュア写真家たち」（第20回）という回では講師による技法の解説はなく，全
国各地の趣味人が取材されている。また「釣り入門」では，第12，20，26，34
回に「釣りへの招待」という回がある。この回は，番組テキスト上では講師が釣
りをどのように楽しんできたのかという個人史が語られている（ただし，テキス
トには「この文章は放送内容ではありません」という注記があり，放送映像の内
容は不明である）。ここでは，楽しみ方は個人の創意工夫によって様々にあり得
ることが述べられている。

また，楽しみ方は「釣る」「撮る」に限らないことも内容として扱われている。
フライフィッシングであれば「フライを自分で巻くということが，それで魚を
釣るための行為としてばかりでなく，釣る以前のもう一つの楽しみとしてフラ
イタイイングにのめり込んでいく人さえいます」（F-23 -T：100）とされてい
る。あるいは，カメラの自作であれば「カメラの手づくりは，模型鉄道のファン
と同じようにメカニックな作る楽しみがあり，また自分で作ったカメラで写すこ
とは，市販のカメラとは違う性能の魅力と，新鮮な表現力の楽しみがあります」

（C-34 -T：125）と解説されている。
全体として，『趣味・技能講座』の内容は全てを習得すべきカリキュラムとし

て構成されているわけではない。表1が示すように，「釣り入門」「カメラ技法入
門」はともに第7回以降，様々な魚種や被写体に応じた技法を解説しており，各
回は独立して視聴することができる。ここではあらゆる魚種の釣り方や被写体の
撮影方法を習得することが求められているというよりも，むしろ百科事典やガイ
ドブック的にそれぞれの楽しみ方が紹介・解説されていると考えられる。
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3－5．共通して習得すべき基礎知識の指導
多様な楽しみ方を例示するのと同時に，共通して習得すべき基礎知識を指導す

ることも『趣味・技能講座』は行っている。ここには教育番組としての性格が色
濃く表れている。

再び表1に立ち返ると，第1回から第6回までの放送回は，「釣り入門」の場合
では「基礎編」，「カメラ技法入門」では「入門編」と位置づけられている。これ
らの回では多様な楽しみ方に進む前に知っておくべき知識が扱われている。例え
ば，「釣り入門」「カメラ技法入門」ともに道具の扱い方に関する回がある。また，
魚の生態や川や海に行く際の装備を扱った回や，写真やカメラの歴史を扱った回
もある。単独の放送回としては設定されていないが，「釣り入門」では釣り場で
のマナーも繰り返し言及されている。

こうした基礎知識は以降の放送回において再び参照されることもある。「釣り
入門」の第8回「ヤマメ・アマゴのミャク釣り」では，第5回「川釣りのそなえ」
で学んだ内容が復習されている（表4）。「カメラ技法入門」の第11回「人物写
真　フレーミング」でも，講師である石井が「「レンズを換える」のところであ
りましたようにね，自分の使うレンズの画角というものを心得ないといけないで
すね」（C-11 -V：08：58）と語り，それに対して小木が「画角についても勉強
しましたね」と答え，第6回「レンズを換える」の内容が参照されるシーンがあ
る。

前節で見たように，自己目的的なシリアスレジャー（特徴①）としての趣味を
題材とするうえで，学習の先にある目標は個々人に委ねられていた。一方で，シ

映像 音声
山内 今度はですね，ヤマメ・アマゴ釣

りの準備ですね。どんな道具を
持っていたらいいかということな
んですけども。

真鍋 はいはいはいはい。「川釣りのそ
なえ」で習いましたとおり，万全
です。

山内 そうみたいですね。大分様になっ
てきたようですね。それじゃあ伊
東先生にちょっと確認していただ
きましょうね。

（F-8-V : 22:00） （F-8-V : 21:52―NA）

表4　基礎知識が参照されるシーンの例
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リアスレジャーの専門性（特徴②）は共通知識によっても構成されている。『趣
味・技能講座』の内容構成は百科事典的ではあるが，基礎知識に関しては順序立
てて習得していくことが期待されている。

3－6．趣味コミュニティによる教育への仲介
最後に挙げる特徴は，釣りやカメラに関する学習は『趣味・技能講座』の視聴

によって完結するとはされておらず，むしろ番組から趣味コミュニティによる教
育への仲介が行われているというものである。番組の個人的な視聴だけでは不十
分であることが，あらかじめ番組内容として明示されている。

例えば，番組テキストには次のような記載がある。

次にたいせつなことは，魚を釣りたければ出漁前に魚の習性を知れという
ことです。本を読むのもいいし，釣具店で聞くのも先輩に聞くのもいいで
しょう（F-5 -T：34）

釣りを楽しむのは最終的に個人的なものですが，海難防止という点からも
上達を早める意味からも単独行動は絶対に避け，同好の人たちとか，釣り
クラブに入って先輩がたと釣行することが望ましいのです（F-6 -T：37）

実際の撮影行については，鳥についての生態的な知識のほかにも，現場の
地理的条件，交通や宿泊場所の目安をつけられると，撮影機材の準備とか
旅行の日程を考える上で役に立ちます。それぞれの種類ごとの撮影法は先
輩に聞くか本にまかせるとして，カメラテクニック上での問題点をまとめ
ておきましょう（C-23 -T：89）

天体写真の写し方については，参考書が何冊もでていますから，どれか一
冊を読みましょう（C-33 -T：123）

また，番組中でも「これから釣りをなさる方はですね，釣りのクラブへ入られ
たり上手な人に一緒につれていってもらってですね，実地に面倒みていただいた
方がいいと思うんですね。やはり潮っていうのはその日その時でずいぶん違うん
ですよ」（F-32 -V：NA）といった講師の発言も見られる。
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魚種や被写体，その時々の状況によって変わる釣りやカメラの技法を30回程
度の放送回で網羅し，番組を視聴すれば学習成果が上がるようにするのは現実的
に難しい。こうした状況において，『趣味・技能講座』では「この番組を見れば
全て分かる」という形で釣りやカメラの専門性（特徴②）を矮小化するのではな
く，趣味人同士の教えあいやその他の専門書に教育的役割を委ねるという選択が
取られている。

このような趣味コミュニティによる教育への仲介ができるのは，番組視聴者が
引き続き釣りやカメラの世界に関わり続けることを前提にしているからだと考え
られる。その意味で，継続して実践されるというシリアスレジャーの性質（特徴
③）が反映されている。実際，「カメラ技法入門」では以下のように述べられて
いる。

アマチュア写真の世界は，家庭の記念写真から始まり，1～2年で自分のカ
メラの使い方も手慣れて技法が進んでくると，撮影会に出かけたり，歩行
者天国のスナップを楽しみ，旅行に出かけるときはフィルムの使い方も多
くなります。3年目には，そろそろ腕だめしとカメラ雑誌の月例写真に応募
して入選すると，熱中しはじめ，1年間連続入賞をめざして，年度賞を目標
にがんばります。5年もたつと，カメラ機材もいろいろそろって同好会での
自慢話が楽しくなってきます。5年から10年の努力の結果，一流コンテス
トのグランプリ賞も夢ではなくなってきます。これが一般的なアマチュア
写真の途です（C-4 -T：31）

撮影会や同好会といった集団活動に参加することは，学びにとって有効とされ
ているだけではなく，趣味人の典型的な「レジャーキャリア」とされている。こ
うした中で番組はあくまで学習機会の一つとして，趣味コミュニティへの入門と
仲介の役割を果たすものとして位置づけられているのである。

4．考察

4－1．趣味を題材にした教育・教養番組の特徴
本研究ではシリアスレジャーとしての趣味表象に注目することで，1970～80

年代に放送された趣味を題材にした生涯学習番組，特にNHK教育テレビ『趣
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味・技能講座』（「釣り入門」，「カメラ技法入門」）が，いかなる内容上の特徴を
持っていたかを明らかにしてきた。シリアスレジャーの定義に従い，余暇活動と
しての釣りやカメラの，①自己目的な活動である側面，②分野ごとの専門性を必
要とする側面，③継続して実践される側面が番組映像や番組テキスト，新聞広告
において語られている箇所を分析した。その結果，まず『趣味・技能講座』は魚
の釣り方や被写体の写し方といった技法を，「楽しむために学ぶ」という学習観
を提示しながら解説していたことが見出された。楽しむことは個々人の自己目的
的な活動であるため，番組では統一的な学習目標・達成目標を設定するのではな
く，多様な楽しみ方が目標として例示されていた。他方で，楽しむために必要な
専門性の中でも，共通して習得すべき基礎知識に関する指導も番組では行われて
いた。そのうえで，番組だけで楽しむための専門性を習得できるとは初めから想
定されておらず，むしろ視聴者が趣味を継続していくことを前提に，クラブや同
好会をはじめとした趣味コミュニティによる教育への仲介も行われていた。

1970～80年代における趣味を題材にした教育・教養番組の興隆は，これまで
「〈社会教育番組〉から〈生涯学習番組〉へ」という図式で説明されてきた。そこ
では〈社会教育番組〉が集団的な学習活動での利用を想定し，民主主義に寄与す
る政治・経済的な内容を扱ったのに対して，〈生涯学習番組〉は個人的な視聴を
想定し，個人の自己実現に資する多様な題材を扱うことが特徴とされてきた。こ
うした先行研究の知見に対して，本研究の分析結果をふまえると，教育・教養番
組が趣味を題材にしたことのテレビ史的な意味，およびそこから導かれる今後の
課題は以下のように考えられる。

4－2．目標としての「楽しみ」が導く内容構造
第一に，趣味を題材にすることによって，〈生涯学習番組〉では番組内容の構

造にも変化が生じていたのではないかと考えられる。『趣味・技能講座』におけ
る放送回は，一方では基礎・入門的な回から積み上げつつ，他方では実践的・応
用的な内容を並列的に例示する構成になっていた。前身の『技能講座』の場合，

「簿記3級，3級自動車整備士，2級建築士，家庭電気修理士などの検定資格に役
立つように内容が体系化された」（古田 1999：53）というが，『趣味・技能講座』
の場合，「試験範囲」のように全員が習得すべき内容として体系化が行われてい
るわけではない。その意味で，全般的に魚の釣り方や写真の撮り方の技法が解説
されているが，教科書だけでなく百科事典やガイドブックのような性格も兼ね備
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えているメディアであったと理解することができる。
このような番組の性格は，学習目標が「楽しむこと」である点に起因すると考

えられる。『趣味・技能講座』は楽しみ方が個人の自由によって様々にあり得る
としたうえで，最終的な目標を番組としては設定せず，開いたままにしている。
専門的な技法を教育的に解説しつつも，それはあくまで視聴者の趣味人生におけ
る学習機会の一つに過ぎないという自制的な位置取りをしているのである。

これまでも〈生涯学習番組〉は個人性によって特徴づけられてきたが，それは
視聴形態や題材に関する主張であることが多かった。『趣味・技能講座』からは，
趣味を題材にして「楽しむ」という個人の自己目的的な活動が目標に据えられた
時，番組として何を，どこまで教えられるのかという内容構造の捉え方にも影響
があったと考えさせられる。それは教育・教養番組はいかなる意味で教育的であ
るのかという根源的な問いにも関わるだろう。

以上のような見立ての有効性は本研究だけで立証されるのではなく，趣味を題
材にしていない生涯学習番組や，釣りやカメラ以外の趣味を題材にした生涯学習
番組の内容構造を比較することで確かめられる。今後の課題としては，『趣味・
技能講座』と前身の『技能講座』，あるいは後続の『趣味講座』との比較も求め
られるだろう。それによって，テレビ史において〈生涯学習番組〉の個人性がも
たらした変化はより多面的に特徴づけられると考えられる。

4－3．趣味コミュニティという集団への接続
第二に，趣味コミュニティへの仲介に見られるように，趣味を題材にすること

によって〈生涯学習番組〉にも集団活動につながる契機が埋め込まれていたので
はないかと考えられる。繰り返し述べているように，〈生涯学習番組〉は共同学
習のために制作された〈社会教育番組〉との対比から，その特徴として個人性が
取り沙汰されてきた。確かに番組自体は個人視聴のために制作されており，集団
視聴を意図したものではない。だが，趣味のクラブや同好会への参加を促すとい
う形で，集団活動への接続は存在している。その意味で，個人／集団という対比
は〈生涯学習番組〉の実際の内容を見えにくくする可能性がある。

もちろん，趣味のクラブや同好会といったコミュニティは〈社会教育番組〉が
想定したような政治・経済について民主的に討論する集団ではない。そのため，
趣味コミュニティへの仲介がなされているからといって，そのまま〈生涯学習番
組〉と〈社会教育番組〉に連続性があるとは言い難い。一方で，社会関係資本論
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の立場からクラブや同好会を「趣味縁」と捉え，その公共性を明らかにしようと
する動きも社会学では見られる（e.g. 浅野 2011，髙木 2022）。

これらをふまえると，『趣味・技能講座』のような番組が実際に趣味コミュニ
ティの中でいかに用いられ，趣味人同士の共通の話題として機能したのかは，今
後明らかにされるべき課題だと考えられる。そのためには当時の視聴者に対する
回顧的な調査なども必要になるだろう。それを通して見出される集団性や共同性
は，「〈社会教育番組〉から〈生涯学習番組〉へ」という図式を，集団／個人とい
う対比とは違った形で説明するかもしれない。

注
（1）ただし，ここで示すのはあくまで生涯学習との対比によって構築された狭義の社会教育像であ

る。共同学習の教材に限定せず，より広義の意味で〈社会教育番組〉を捉えることもできる。例
として，木下（2021）は商業放送局が放送した洋画やクイズ番組，ニュースショーを〈社会教
育番組〉の系譜に位置づけている。
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